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オンライン出版技術の関連用語
X 0058 : 2003
Glossary of Terms Used in Online Publishing Technology

序文　　この標準情報（TR）は， 財団法人日本規格協会情報技術標準化センター（INSTAC）の電子出版技術調査研究委員会の2000～2002年度の成果をもとに工業標準化の促進に関連して特に重要と判断される技術情報をまとめ， 日本工業標準調査会の審議を経て， 標準情報（TR）タイプIIとして公表するものである。 

1. 適用範囲　　この標準情報（TR）は，出版物（デジタルコンテンツを含む）の編集， 制作， 流通， 販売のいずれかに対して利用するオンライン技術を“オンライン出版技術”と位置付け， この技術に関連する用語を体系的に整理し， 各用語の定義を規定する。 

　備考　これらの用語は，JIS Z 8125 : 2003 （印刷用語－デジタル印刷）では扱われていない。 JIS Z 8125とこの標準情報（TR）とは， 互いに適用範囲を補い， それらの組合せが， 広範囲に及ぶ電子出版技術関連用語及び用語の定義を包含できる。

2. 表記法

2.1 項番の表記　　項番の表記は次による。

a） 項番は，小数点で分離した2けた10進数の列によって示す。 最も左の2けた10進数が， 最上位分類項目を示し， 右に進むに従って下位の分類項目となる。 最も右の2けた10進数は， 同一分類内の一連番号とする。

b） 2けた10進数の上位の0は空白にしない。

2.2 用語の配列　　分類項目ごとに区分して， 関連する概念の用語をまとめる。 主となる概念があれば， それに対応する用語を先に， 従となる概念に対応する用語を後にして， 順次系統的に並べる。 

2.3 用語の表記　　用語の表記は次による。

a） 同一の概念（定義）を表す用語が二つ以上ある場合は， “，”で区切って併記する。それらの用語は， 記載してある順位に従って優先使用する。

b） 商標登録又は広く関連業界に普及している用語で， その所有権がある用語は， その旨を参考等に記載する。 特許， 意匠などがある場合も， 参考に示す。 

2.4 定義の表記　　用語が幾つもの定義をもつ場合は， それらを個々に規定し，定義の前に“a）”，“b）”， ...を付けて併記する。 
2.5 対応英語の表記　　対応英語は， 参考とする。 

3. 分類　　オンライン出版技術に関連する用語の分類を，次に示す。 

00. 基本・共通用語　　01.～04.の各分類の技術において， 共通的に使われる基本技術に関する用語とする。 

01. ウェブ関連用語　　ウェブ関連プロトコルによって情報転送を行う方式の出版技術に関する用語とする。 

02. メール関連用語　　メール関連プロトコルによって情報転送を行う方式の出版技術に関する用語とする。 

03. オンデマンド出版用語　　利用者の要求が発生する都度， 情報を利用者に提供する出版技術に関する用語とする。 

04. コンテンツ関連用語　　出版物（デジタルコンテンツも含む）を作成する技術に関する用語とする。

4. 用語　　オンライン出版技術の関連用語を次のとおりに規定する。 
00．基本・共通用語




	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	00.01販売・閲覧

	00.01.01
	電子図書館
	図書文献をデジタルアーカイブ（資料などを電子的に保管し，資料館の関連を保持した状態で管理されたもの）の形で保存し，ネットワーク上で利用可能にした図書館。
	digital library
	デジタル図書館ともいう。

デジタルアーカイブによる書誌検索サービス自体をいう場合もある。

	00.01.02
	オンライン書店
	オンラインで書籍，雑誌，電子書籍などを受注し， オンライン， 宅配便などで届ける販売事業者。
	online bookstore
	インターネット書店（ネット書店）， バーチャル書店（仮想書店），電子書店ともいう。店売りの時間的・地理的な制約がない。

	00.01.03
	アフィリエイト
	本，デジタルコンテンツなどをウェブサイトで紹介し，オンライン書店にリンクを張り，リンク経由で売れた場合において，売上の一部が支払われる仕組み。
	affiliate
	オンライン出版の分野では広く使われているカタカナ表記であるが，対応する訳語はまだない。

	00.02　出版形態

	00.02.01
	電子書籍
	書籍の概念を電子的に実現した書籍の見せ方を維持して記述したデジタルコンテンツ。又は，そのデジタルコンテンツを含む端末。
	electronic book
	eBook又は電子本ともいう。

	00.02.02
	オンラインジャーナル
	オンラインで提供される主に学術的な定期刊行物。
	online journal
	　

	00.02.03
	オンラインマガジン
	オンラインで提供される一般的な内容を扱う定期刊行物。
	online magazine
	ウェブサイトを訪れて閲覧するウェブマガジン及びメールで配信されるメールマガジンがある。

	00.02.03.01
	ウェブマガジン
	ウェブサイトで提供するオンラインマガジン。
	web magazine
	

	00.02.03.02
	メールマガジン
	編集された情報を定期的に電子メールを使って配信するオンラインマガジン。
	mail magazine
	メールニュース，メルマガともいう。

	00.02.04
	電子カタログ
	電子化した商品情報の集合。
	electronic catalog
	ウェブで行われる通信販売サービスに使用されることが多い。

	00.03　電子出版関連規約　

	00.03.01
	DocBook
	OASISが出版業界用に開発したDTD(文書型定義)｡
	DocBook
	OASIS(Organization for the Advancement of Structured Information Standards)

	00.03.02
	JepaX
	日本電子出版協会（JEPA）が策定した出版業界向けのデータの記録及び交換を目的としたXMLに基づく文書フォーマット。
	JepaX
	JepaXは，“ジェパエックス”と読む。

	00.03.03
	EPWING
	EPWINGコンソーシアムが策定した日本語電子出版物の検索データ構造の規定。
	EPWING
	EPWINGは，“イーピーウィング”と読む。

このデータ構造はJIS X 4081 : 2002が規定している｡

	00.03.04
	NETEB
	電子ブックコミッティーが策定した電子出版データ交換のためのXMLに基づく文書フォーマット。
	NETEB
	NETEBは，“ネットイービー”と読む。

	00.03.05
	EBK
	エキスパンドブックの専用文書フォーマット。
	EBK
	エキスパンドブックは，米国のVoyager社が開発したオーサリングソフトウェア又はそれによって制作された出版物。

	00.03.06
	TTZ
	T-Timeの専用文書フォーマット。
	TTZ
	T-Timeは，電子書籍のために日本のボイジャー社が開発したビューア。

	00.03.07
	PDF
	Acrobatの専用文書フォーマット。
	PDF
	Acrobatは，Adobe Systems社が開発したソフトウェア。

PDFについてはTR X 0026 : 2000参照。

	00.04　検索

	00.04.01
	メニュー検索
	目次形式の一覧から求める項目を探し出すこと。
	menu search
	

	00.04.02
	語句正規化
	検索の際に，索引内のキーワードの文字列と，検索語として入力された文字列との比較を容易にするための文字列の表現統一。
	string normalization
	ビュア，ビューア，ビューワなどのように表記ゆれが多い用語を検索できるようにするために必要な技術である。

	00.04.03
	ハイパリンク
	情報をある固まりに分けて，それぞれの情報の固まりを多様な順序で相互参照できる関係又は仕組み。
	hyper link
	04.06.01のハイパテキスト参照。

	00.04.03.01
	参照検索
	文章内の文字列から，該当する項目に分岐する検索。
	reference search
	ハイパリンクの一種。

	00.04.03.02
	しおり
	本のしおりと同様に，デジタルコンテンツに対して後で戻りたい箇所につける印。
	bookmarker,

bookmark,

marker
	

	00.04.03.03
	ブックマーク，お気に入り
	しおりに似たウェブブラウザの機能で，気に入ったウェブサイト又は頻繁に閲覧するデジタルコンテンツのリンク先を登録して次回以降のアクセスを容易にする機能。
	bookmark， favorites
	

	00.05　表現

	00.05.01
	ビューア
	文書を閲覧するための応用ソフトウェア。構造化文書の構造又は最終形式の文書を表示可能にしている。
	viewer
	SGML文書及びXML文書のビューアには文書構造の設計，閲覧，検索のための機能を備えたものもある。

電子書籍の専用ビューアのように固有の最終形式を閲覧するためのもの又は別の形式での保存機能をもつものがある。

	00.05.02
	ページ
	応用ソフトウェアで印刷又は画面表示する単位。
	page
	PDFのページは，従来の紙のページの概念を引き継いでいる。

	00.05.02.01
	ウェブブラウザ
	ウェブサーバの情報をクライアント側でたどり閲覧するためのソフトウェア。
	web browser
	Netscape Navigator，Internet Explorerなどがある。

	00.05.02.02
	ウェブページ
	ウェブブラウザで表示されるコンテンツの１単位。
	web page
	ページともいう。

	00.05.02.03
	ページビュー
	ウェブサイトにあるウェブページのアクセス数。
	page view
	1日約1万ページビューなどと表現する。この数はウェブサイト上のデジタルコンテンツをウェブブラウザが何回表示したかを示す数字。


01. ウェブ関連用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	01.01
	レーティング
	暴力的な表現又は性的情報のレベルによってウェブサイト又はデジタルコンテンツの格付けをすること。
	rating
	格付けをすることで，フィルタリングソフトウェアを介して，不適切な情報を閲覧できないよう制限できる。これによって，学校又は教育施設にあるインターネット環境を守ることが可能となる。

	01.02
	クリックレート
	ウェブページに掲載された広告の効果を計る指標。広告がクリックされた回数を，広告が表示された回数で割ったもの。
	click rate
	クリックスルーレートともいう。この値が高いほど利用者は広告に反応しており効果の高い広告といえる。

	01.02.01
	クリック課金
	ウェブページに掲載されたバナー広告に対するクリック回数によって広告料金を決める方法。
	cost-per-click
	

	01.03
	ストリーミング
	ウェブサイトにある動画，音声などのデジタルコンテンツを視聴する際に，データを受信しながら同時に再生することを可能にする技術。
	streaming
	ストリーミングを利用することで，ファイルサイズが大きい動画データでもダウンロード時間を無駄に待つことなく再生できるほか，撮影した動画をリアルタイムで配信することもできる。情報配信者側から見るとダウンロード型配信と比べてクライアント側にデータが残らないため，セキュリティが高い。

	01.04
	バナー広告
	ウェブページに掲載される画像による広告。
	banner advertising
	広告の形が横長の矩形が多かったことによってバナー（横断幕）と呼ばれるようになった。


02. メール関連用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	02.01
	HTMLメール
	本文をHTMLで記述した電子メール。
	HTML mail
	通常の電子メールでは不可能な文字の色付け，フォントサイズの変更，画像の埋め込み，表の使用などが可能になる。

	02.02
	オプトインメール
	利用者によって登録された分野の広告だけを選択的に(opt-in)送る電子メール。
	opt-in mail
	送信者にとって不要な広告配信を軽減でき，利用者の反応率を高めることができる。

	02.03
	スレッド表示
	関連する一連のメールの主題をツリー状に表示すること。
	thread view
	メーリングリストのメッセージなどを整理して読みたい場合に用いる。


03. オンデマンド出版用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	03.01
	オンデマンド出版
	利用者からの要求があったときに， 出版する仕組み。
	publishing on demand
	ネットワークを利用してデジタルコンテンツを取り込む場合と，デジタル

コンテンツを紙の本又はCD-ROMなどの記録媒体に保存して発行する場合がある。

	03.01.01
	カスタム出版
	既存のデジタルコンテンツを取捨選択して独自の本又は電子書籍を作成すること。
	customized publishing
	


04. コンテンツ関連用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	04.01
	マルチメディアタイトル
	本，音楽，デジタルコンテンツなどの題名又は作品。
	multimedia title
	タイトルともいう。



	04.02
	デジタルコンテンツ
	文字列，画像，音声などで表されるデジタルデータの内容又はその集合。
	digital contents
	コンテンツともいう。

	04.02.01
	キラーコンテンツ
	多くの利用者から注目される， 集客力の高い（ことが期待される）デジタルコンテンツ。


	killer contents
	

	04.03
	オーサリング
	デジタルコンテンツの編集作業。


	authoring
	

	04.03.01
	ストーリーボード
	デジタルコンテンツの流れを視覚的に確認しやすくするための画面展開の重要部分。
	storyboard
	絵コンテが実際の制作作業のための指示書として用いられるのに対して，ストーリーボードは全体の流れを検討するプレゼンテーションで使用される。

	04.04
	SMIL
	Synchronized Multimedia Integration Language（同期マルチメディア統合言語）の短縮形。

画像，音声，文字など様々な形式のデータの再生を制御して，表示タイミングの同期を記述するための言語。
	SMIL
	SMILは“スマイル”と読む。

W3Cによって勧告された。

どの位置にどのタイミングでどのくらいの時間表示するのかなどが制御できる。

TR X 0014 : 1999に規定するSMIL 1.0参照。

	04.05
	電子透かし
	音楽，画像，動画などのデータの中に，品質に影響を与えない形で特別の情報を埋め込む技術，又は埋め込まれたデータ。
	digital watermark
	不正コピー，改ざんなどの行為を防止するための著作権保護に用いる。

	04.06　素材

	04.06.01
	ハイパテキスト
	文書の任意の場所に，他の箇所又は他の文書の位置情報を埋めこみ，複数の箇所又は複数の文書を相互に連結できる仕組を施した文書。
	hyper text
	他の箇所を指す位置情報をもとに，複数の箇所又は他の文書を任意に行き来できることから，順に読み進む従来の文書を超えた新しい文書という意味で“ハイパテキスト”という。

	04.06.02
	スタイル指定
	文書の論理要素などに対して， レンダリングに必要な表示属性を与えること。
	style specification
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bookmark
00.04.03.03
bookmarker
00.04.03.02
	C


click rate
01.02
customized publishing
03.01.01
	D


digital contents
04.02
digital library
00.01.01
digital watermark
04.05
DocBook
00.03.01
	E


EBK
00.03.05
electronic book
00.02.01
electronic catalog
00.02.04
EPWING
00.03.03
	F


favorites
00.04.03.03
	H


HTML mail
02.01
hyper link
00.04.03
hyper text
04.06.01
	J


JepaX
00.03.02
	K


killer contents
04.02.01
	M


mail magazine
00.02.03.02
marker
00.04.03.02
menu search
00.04.01
multimedia title
04.01
	N


NETEB
00.03.04
	O


online bookstore
00.01.02
online journal
00.02.02
online magazine
00.02.03
opt-in mail
02.02
	P


page
00.05.02
page view
00.05.02.03

PDF
00.03.07

publishing on demand
03.01
	R


rating
01.01
reference search
00.04.03.01
	S


SMIL
04.04
storyboard
04.03.01
streaming
01.03
string normalization
00.04.02

style specification
04.06.02
	T


thread view
02.03
TTZ
00.03.06

	V


viewer
00.05.01
	W

	


web browser
00.05.02.01
web magazine
00.02.03.01
web page
00.05.02.02
	


関連規格
JIS X 4081 : 2002 日本語電子出版検索データ構造


JIS X 4151 : 2001 文書記述言語 SGML 


JIS X 4156 : 2000 ハイパテキストマーク付け言語 （HTML） 

 
JIS X 4159 : 2002 拡張可能なマーク付け言語 (XML)


TR X 0014 : 2002同期化マルチメディア統合言語（SMIL）1.0


TR X 0026 : 2002ポータブル文書フォーマットPDF

 
TR X 0055 : 2002 インターネット利用者のための用語 

TR X 0058：2003
オンライン出版技術の関連用語
解　説

1. 公表の趣旨　IT（情報技術）の進展にともない，従来の紙による出版形態からCD-ROMによるパッケージ系媒体の利用，さらに今日ではインタネットに代表される通信・放送系を利用した出版形態へと，多様な媒体による出版が展開されてきている。またオンデマンド出版に代表されるように，本の流通形態も大きな変革の時代を迎えている。

これらの，近年の急速な出版形態の変化・進展により，関連する用語が従来媒体の延長線上において異なる意味で使用されるなど，用語定義の不統一を来たしており，混乱を生じている。

この影響は，印刷業界にも深刻な問題を投げかけ，新しい環境下での用語標準を求める声が強くなってきた。こうした状況に呼応して印刷用語の標準化についての整理も進み，1995年にJIS Z 8123 印刷用語―基本用語[1]，2000年にJIS Z 8124 印刷用語―取引関連[2]が，それぞれ制定されたのに続き，JIS Z 8125 印刷用語―デジタル印刷[3]の検討が進められている。

JIS Z 8125では，オンライン出版については対象とされていない。それは，オンライン出版がまだ発展途上にあり，JIS化は時期尚早と考えられたからである。しかし，このような状況はこのまま放置しておくことによってさらに混乱を深め，出版・印刷におけるさまざまな処理の効率を低下させることが懸念されるため，何らかの指針を早急につくるべきであるとの要求が高まった。

そこで，こうした要求に応えJIS Z 8125を補完すべく，オンライン出版技術関連の用語を体系化する計画が，日本規格協会 情報技術標準化センター（INSTAC）の電子出版技術調査研究委員会において取り上げられ，検討を重ねてきた。

この標準情報（TR）の公表は，これらの要求に応えることを目的とする。

2. 公表までの経緯　以上の要求に応えるため，日本規格協会 情報技術標準化センター（INSTAC）の電子出版技術調査研究委員会において，作業グループWG4における2002年度の課題として取り上げ，JIS Z 8125の規格原案を作成していた日本印刷産業連合会とも相互にリエゾンを取り合いながら関連用語の抽出と再定義を行い，日本規格協会の公開レビューをはじめ関連団体等のレビューを経た上で，オンライン出版技術関連用語の標準情報（TR）の原案としてまとめ，それを2003年3月に経済産業省に提出した。

3. 審議中に問題となった事項　この標準情報（TR）のスコープとしては，既存の紙媒体による出版を除き，オンラインによる出版形態を中心に，関係する用語を抽出・再定義することとした。なお，次の用語は対象外とした。

・ゲーム関係用語

・基本的なコンピュータ関連用語，ネットワーク用語，ハードウェア用語

・一般的標準技術に関する用語

・既存の標準情報（TR X 0002 [4], TR X 0003 [5] TR X 0034 [6]など）にて定義されている用語

・特定分野での専門用語

しかし，どこまでを一般用語とし，またどこまでを特定分野の専門用語とするかの線引きには多くの議論を要した。こうして，数100点に及ぶ用語を抽出し，詳細の検討を加えた。浸透度が低く，定義を固定することがかえって混乱を助長すると判断した用語等を除外しながら絞込みを行い，基本的な用語に限定しながらまとめた。さらに検討過程において，分類についてもさまざまな角度から分析を行った。

こうした中でもっとも問題になったのは，いわゆる“カタカナ語”表記の問題であった。たとえば，パレンタル／ペアレンタル，ヌーテラ／グヌーテラなど，本来は間違いとも言える表記もかなり広範に使われている実態が明らかになり，その存在を無視できないのではないか，という意見がいくつか出たことである。

これらは優先度等の点から収載しないことになったが，表記のユレということでは，デジタル／ディジタルの問題が大きかった。学術用語集でも“ディジタル”とされ，JIS規格においても“ディジタル”が採用されている例が多い。しかし一方，出版・印刷業界では圧倒的に“デジタル”という表記が採用され，この傾向は新聞・放送業界でも同様である。そこでこの標準情報（TR）においては，業界の慣例を尊重し，“デジタル”という表記を採用した。

4. 参考文献
 [1] JIS Z 8123:1995, 印刷用語―基本用語
 [2] JIS Z 8124:2000, 印刷用語―取引関連
 [3] JIS Z 8125:2003, 印刷用語―デジタル印刷
 [4] TR X 0002:1997, マルチメディア／ハイパメディア情報処理用語 
 [5] TR X 0003:2000, フォント情報処理用語 
 [6] TR X 0034:2000, 電子出版技術関連用語 


5. 原案作成委員会の構成　この標準情報(TR)原案を作成した(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の 電子出版技術調査研究委員会及び作業グループWG4の委員構成を, それぞれ解説表1及び解説表2に示す。

解説表1 電子出版技術調査研究委員会
	
	氏名
	所属

	(委員長)
	池田　克夫
	大阪工業大学

	(幹事)
	小町　祐史
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

	(幹事)
	大久保　彰徳
	株式会社リコー 

	(幹事)
	長村　玄
	ネクストソリューション株式会社

	(幹事)
	高沢　通
	大日本スクリーン製造株式会社 

	(幹事)
	礪波　道夫
	日本新聞協会(読売新聞社) 

	(委員)
	内山　光一
	株式会社東芝 

	
	小笠原　治
	社団法人日本印刷技術協会 

	
	木戸　達雄
	経済産業省産業技術環境局

	(オブザーバ)
	高橋　昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(オブザーバ)
	三瀬　元康
	日本新聞協会 

	(事務局)
	内藤　昌幸
	財団法人日本規格協会 


解説表2 作業グループ WG4
	
	氏名
	所属

	(主査)
	長村　玄
	ネクストソリューション株式会社

	(幹事)
	佐藤　弘一
	日本電気株式会社

	(委員)
	小野沢　賢三
	社団法人日本印刷技術協会

	
	植村　八潮
	東京電機大学出版局

	
	加藤　寿郎
	凸版印刷株式会社

	
	小町　祐史
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	
	高橋　仁一
	大日本印刷株式会社

	
	竹内　時男
	社団法人日本印刷産業機械工業会

	
	中村　幹
	株式会社印刷学会出版部

	(オブザーバ)
	高橋　昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	内藤　昌幸
	財団法人日本規格協会


  





  





















